
　

　

高校生森林・林業教室
　２月１７日（金）、環境緑地科１年生を対象に、外部講師による森林・林業講演会を実施しま
した。相双農林事務所の渡部さんからは「森林のはたらきと林業」、益田さんからは「森林・林
業×SDGs」に関する講演をいただきました。さらに、相馬地方森林組合の松下さん、星さんか
ら「森林組合の仕事」について詳しくお話をいただきました。今回の講演会で、森林の重要性に
ついて再確認するとともに、林業の魅力を感じることができました。
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相農ニュース

　２月７日（火）、環境緑地科２年生が福島イノベーション・コースト構想人材育成事業の一環
として、株式会社アルサの担当の方をお招きし、「ドローン講習会」を実施しました。「座学」
では、ドローンの種類や原理、操縦の心得、法律について学習しました。「実技」では、グラウ
ンドでドローンの操縦とＶＲを体験しました。座学・実習とも、生徒たちは意欲的に取り組み、
講師の先生方に色々質問するなど、有意義な講習会となりました。

　２月７日（火）に食品科学科１年の食品製造の授業において、相馬市の「（株）マルリフー
ズ」の阿部純也氏と、地域コーディネーターの榊裕美氏に、地元で生産される「ヒトエグサ」に
ついて講義をしていただきました。ヒトエグサは別名「あおさ」と呼ばれ、相馬松川浦が養殖産
地の最北限だそうです。震災前までは全国２位の収穫量でしたが、震災後は激減してしまいその
回復に取り組んでいるそうです。これから私たちもその魅力を発信し、加工品作りに挑戦してい
きたいです。

イノベ事業・ドローン講習会

「あおさ」について学ぶ


